
牛乳飲用と骨組霧症

東京大学医学部老年病学教室

教授折茂 肇

1. 研究目的

老人性骨粗霧症は老人特K閉経後の女性K多い骨の疾患で、老人の腰痛ま

たは骨折の原因と左る事から最近の人口の老齢化K伴い増々重要左疾患と左

りつつある。本症は骨を形成する骨塩と骨基質とが正常の比牽を保ち在がら

共に減少する病態でその結果骨がもろく左 b、病的骨折を起とし易〈左る。

本症の病因K関しては従来不明左点が多〈、加令と共Kその頻度が増加する

事から骨の加令現象K外在らぬと考える人が多いが、一方では Caや蛋自の

摂取量や骨代謝を調節している所調 Ca代謝調節ホルモンの動態が関与して

加る可能性が指摘されている。本研究の目的は、老人性骨粗霧症の原因K於

ける Caの役割を明らかKする点Kある。

Z 材料と方法

東京都養育院板橋老人ホ ム健康寮K在住している男性 201例、女性

2 0 6例の計 407例を対象とした。昭和 57年 6月K実施した定期健康診

断受診者 40 7例全例uvc ;jo>いて、牛乳摂取の有無、日常の身体活動状態Kっ

き調査し、更K身長、体重、血圧、上腕及び肩甲部皮厚、握力、血清総コレ

ステローノレ (T.cho)、 総蛋白、 (T.prot)、アルブミン (Alb )、 尿酸

(U.A)、尿素窒素 (BUN)、クレアテニ :.-(Cr).ナトリウム (Na)、カ

リウム (K)、カノレシウム(C a )、無機p (p)及び血清アノレカリ 7 ォ 1 フア

タ ゼ (Al-p)活性を測定した。血清生化学検査は日本篭子社製オ トアナ
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ライザー (JCA、H4C-8R)を用刷、また血清Na、KはPhotovolt

社製PVA-4MK:て測定した。

骨塩含量の測定はmicrodensitometry(MD)法を用いて行った。即ち

アノレ主階段ととも K両手指骨X線撮影を行刷、左中手骨X線像を用いて、骨

塩含量の計測を行った。 MD法Kよる計測は帝人パイオサイエ Y ス杜K依頼

した。測定項目は、骨巾 (D)、骨髄巾(d )、最大骨密度(ムGSmax)、

最小骨密度(ムGSmin)、及び中手骨皮質巾指数 (MCI)である。

己れらの諸計測値より井上らの基準K従い、骨萎縮重症度(重症度と略)

を判定した(図 1、表 1)。

全測定値は平均土標準偏差 (S.D. )、または平均士標準誤差(S . E .) K: 

て示し、男女間の差Kついての検定は Student's t-test(two-tailed) 

を用いた。

3. 結果

1) 対象例の検査所見基礎値

男性 20 1例 (62-91才)及び女性 206例 (64-93才)の計

407例の検査所見基礎値を表 2、 3K:示す。己れらの検査所見中男女問

で差を認めたものは、 MCI，Quetlet' s index，皮厚、握力、牛乳摂取

量、血清 Ca値、血清 creatinine値、 血清尿酸値、血清アノレプミ y値

及びHb値であった。

2) 骨塩含量の加令Kよる変化

MD法Kよる骨計測値即ち中手骨皮質巾指数(M C 1 )及び最大骨密度

(ムGS max)の加令K伴う変動を図 2、 3K:示す。加令 K伴い男女共

MCI及びGS maxは減少する傾向Kあるがその程度は MC1 K:於てより

著明である。また、全ての年代K於てMCI及びGSmaxは共K男性では

女性K比し高値を示す。
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3) 骨塩含量と身体計調11値との相関

中手骨皮質巾指数 (MC1 )と身長、体重、 Quetlet指数、皮厚、握力

との相関関係を検討した成績を表 4VC示す。男女K於ける単相関及び重相

関係数を示すが女性K於てのみMCIと炭厚との間K有意の正の重相関が

認められた。表 5VC最大骨密度 (GSmax)と身長、体重、 Quetlet's指

数、皮厚、握力との相関関係、Kっき検討した成績を示す。男女共 GSmax

と身長、体重、 Quetlet's指数、握力の間K有意の正の重相関が、女性

K於てのみGSmaxと皮厚との間K有意の正の重相関が認められた。

4) 骨塩含量と牛乳摂取との関連Kついて

牛乳摂取の状況は問診Kよb調査し毎日 1合以上飲んでいる群、週VCl

-2回飲んでいる群、全く飲ままい群の三群に分類し、各群にむける骨含

量と牛乳摂取の状況との関連Kっき検討した。男性VCi>> v>てはMCL GS 

max共K三群間で差が認められず、牛乳摂取との問K有意左相関が認めら

れなかったが(表 6).、一方女性K骨いては牛乳を毎日 1合以上飲んでい

る群では、全〈飲ままい群K比しGSmaxが有意K大であった。(表 7)。
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表 1 MD法Kよる骨密度指標

育て +dー
1) MC I ~→す:::2骨皮質幅指数

2) d 骨髄質幅

3) GSmin 骨皮質+骨髄質)の密度の指標

口SmaX1，+口Smaxー
4) GSmax~一一一-iE一一一一一色;骨皮質部分のみの密度の指標

的 IGS/D 単位長吉当Dの骨密度の指標

的骨パタ ン ;骨の状態の指僑

表 2 Background data 

(Mean士S.D)

工〉¥¥
male female 

P 

n~201 n~206 

MCI 0.431士0.083 0.347.士0.065 M>F**米

GSmax 3.26土0.42 2.57士0.31 ， 

B.W (kg) 50士 8 44士 9 ， 

B.H ( cm) 157土 6 143士 7 ， 

Quetlet's Index (W/H') 204土31 214士41 MくF*水

Skln fold (mm) 20土 8 29土12 ， 

grasplng power (kg) 22士 7 12士 4 M>F*** 

teeth 3.4士5.4 3.6士6.5 N.S. 

de 11 very 1.5士2.0

dal!y Intake 
(唖) 19.2 38.3 *ネ*

of mi lk 

high phystc~! 唖)
actlvity 

16.2 22.0 
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表 3 Backgrouud data 
(Mean土S.D.) 

二?¥¥
male 1 ema 1 e 

P 
n田 190 n-195 

S.Al' pase ( tu) 0.41土0.12 0.40士0.14 N.S. 

， PTH (ngAnt) 1.08士3.22 0.92土2.91 N.S. 

， Ca (mg/dl) 8.78士0.37 且81士0.37 MくF***

， P ， 3.08士0.47 3.38土0.45 ， 

， Na (mEq/l) 137.5士'2.2 13.75士2.6 N.S. 

'K ， 4.05土0.36 4.12士0.36 N.S. 

グ Creallnlnc (mg/dl) 1.18士0.38 1.01士0.28 M>F*** 

， BUN ， 19.2士10.8 18.1土5.4 N.S. 

"urtc ac ld ， 6.91土1.63 6.44土1.38 M>F*** 

， Alb. (g/首1) 4.84土0.45 6.09士0.31 M<Fネ**

IIT.chot (mg/dl) 180.8士38.9 213土36.3 ， 

tib (g/dl) 13.0士1.6 11.9士1.3 M>F*** 

…Pく0.001

表 .1 MC  1 and Anthropometric i tems 

二入
Male (n~201) Female (n~206) 

S.Corr. I P.Corr. t S. Corr. P.Corr.t 

B.H. (cm) -0.004 -0.041 0.062 -0.040 

B.W. (kg) 0.068 0.048 0.078 -0.006 

Que tlet's 0.086 0.082 0.052 0.009 lndex 

Skin 
0.070 0.070 0.181キヰ 0.152* fold (mm) 

GrDaOWsp er I ZIg (kg ) 0.101 0.057 0.158* 0.080 

本Pく005，判くP亘0.01 Controled for ege 
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表 5 GSmax and Anthropometric items 

コヘ rnale (n~201 ) fernale (n~206) 

S.cort. 

B.H. ( crn) 0.231料咋

B.W. (kg) 0.258 オ同咋

Quetlet's.lndex 0.187米*

skin fold (rnrn ) 0.104 

grasping power (kg) 0.180ネ*

P.corr.1 P. corr.1 p.corr.1 

0.200 オ"ド 0.243ネ米* 0.188氷*

0.240*** 0.308 ネ〉ドネ 0.281オ吋〈水 l 

0.182** 0.214** 0.188判〈

0.099 0.288和同 0.22.sオ，*ホ

0.147* 0.183ネホ 0.177** 

*p < 0.05，ネ*P < 0.01， **咋P豆0.001

1 eontrol1ed fot age 

表 6 Milk in~ake and various factors 
in she male 

(Mean士S.D.) 

血 ilk Intake 

factors no (n~40) of len every day 1 P 
(n田 125) (n~2 

MCI 0.431士0.072 0.431土0.091 0.4 3 4士0.070 N.S. 

GSmax 3.27士0.41 乱宮6士0.44 3.25士:0.35 N.S. 

Al'pase ( tu，Anl ) 41士11 42士13 37士10 N.S. 

S.Ca (rng/dl) 邑79士0.38 8.69土0.34 8.89土0.39
持〈

PTH ( ng，命11) 0.91士3.25(四) 1.05土3.2s'日) 1.35士3.35(19} N:S. 

Alb. (g/d 1 ) 4.93土0.40 4.91土也49 5.04士乱32 N.S. 

T. cho 1 (rn/V匂l) 180土:42 174士33 1.98士61 ネ*

Hb (g/dl ) 12.9士1.6 13.0士1.5 13.1土1.4 N.S. 

米 P<0.05，林 P<O.Ol

() number of Pritcssayed 
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表 7 Milk intake and bone mass in the female 

(Mean士S.D.) 

Mi lk Intake 

factors no (n~58) olten(n~70) 
every day 

P 
(n~73 ) 

MCI 0.332士0.066 0.347士0.067 0.358士0.063 N.S. 

GS max 2.47士0.27 2.61士0.33 2.61士0.28 N.S. 

age 79.7士6.2 77.3士6.0 78.3土6.0 N.S. 

B.H 141.0士7.1 144.0土8.9 143白士8.5 N.S. 

B.W. 42.0士9.3 44.5士9.4 44.6土9.6 N$S. 

sklnfold (mm) 27.1士12.2 29.8士11.0 30.0土13.2 N. S. 

teeth 1.6士2.8 4.1土8.7 4.7土8.0
オ〈

*pく0.05.，林pく0.01
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